
JP 5080593 B2 2012.11.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血圧値を測定するための測定手段と、
　測定者の姿勢を検出するための検出手段と、
　前記検出手段にて検出された姿勢と予め記憶された理想姿勢とを比較してその比較結果
に基づく姿勢情報を作成する比較手段と、
　前記姿勢情報を測定者に伝達するための伝達手段と
を備え、手首に装着される手首血圧計であって、
　前記姿勢情報は、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なるか否かの判
定結果と、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なると判定された場合に
測定者の姿勢を前記理想姿勢に誘導するための誘導情報と、を含み、
　前記検出手段にて検出された姿勢に基づいた記憶姿勢情報を、前記測定手段にて測定さ
れた血圧値の測定結果と関連づけて記憶する結果記憶手段と、
　前記記憶姿勢情報と、前記血圧値の測定結果とを同時に表示する同時表示手段と、
　前記記憶姿勢情報に基づいて前記血圧値の測定結果の平均値を演算する演算手段とをさ
らに備え、
　前記測定手段は、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と一致するとの判定
結果が前記比較手段により作成されると血圧値の測定を開始し、前記検出手段にて検出さ
れた姿勢が前記理想姿勢と異なるとの判定結果が前記比較手段により作成されていても予
め設定された時間が経過すると血圧値の測定を開始し、
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　前記演算手段は、前記結果記憶手段に記憶された血圧値の測定結果のうち、前記検出手
段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なる状態で測定された血圧値の測定結果を除い
て前記平均値を演算する
ことを特徴とする手首血圧計。
【請求項２】
　請求項１に記載の手首血圧計において、
　前記演算手段は、複数種類の血圧値の測定結果の平均値を演算するものであり、
　前記複数種類の血圧値の測定結果の平均値を同時に表示する平均値同時表示手段を備え
たことを特徴とする手首血圧計。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の手首血圧計において、
　前記結果記憶手段は、前記測定手段による測定開始時のみの前記判定結果を前記記憶姿
勢情報として血圧値の測定結果と関連づけて記憶する
ことを特徴とする手首血圧計。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の手首血圧計において、
　前記結果記憶手段は、前記測定手段による測定中に前記検出手段にて検出された姿勢に
基づいて作成される前記判定結果を前記記憶姿勢情報として血圧値の測定結果と関連づけ
て記憶する
ことを特徴とする手首血圧計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手首に装着して血圧値を測定する手首血圧計に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　手首血圧計は、血圧値を測定するための測定手段と、測定手段にて測定された血圧値の
測定結果を表示可能な表示部とを備える。そして、このような手首血圧計としては、測定
者の姿勢を検出するための検出手段と、該検出手段にて検出された姿勢と予め記憶された
理想姿勢とを比較する比較手段と、該比較手段の比較結果に基づいて測定者の姿勢を前記
理想姿勢に誘導すべくその旨を例えば図形等で表示部に表示するものがある（例えば、特
許文献１参照）。このような手首血圧計では、理想姿勢への誘導を、例えば図形等により
測定者に視覚的に分かり易く伝達することができる。尚、理想姿勢（その範囲内）で血圧
値を測定することは、血圧値の測定の精度向上に寄与することになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－５４６４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記のような手首血圧計においては、理想姿勢への誘導を行うが、検出手段
にて検出される姿勢が理想姿勢に至らなくても、所定時間（例えば７秒）が経過すると血
圧値の測定を開始するといった制御が考えられる。このような場合、例えば、後日に血圧
値の測定結果を確認する際等、理想姿勢と異なる状態で測定した（精度の低い）血圧値を
考察してしまうといったことになる。
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであって、その目的は、過去に測定
された血圧値を、精度（信頼度）を考慮して考察することができる手首血圧計を提供する
ことにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明では、血圧値を測定するための測定
手段と、測定者の姿勢を検出するための検出手段と、前記検出手段にて検出された姿勢と
予め記憶された理想姿勢とを比較してその比較結果に基づく姿勢情報を作成する比較手段
と、前記姿勢情報を測定者に伝達するための伝達手段とを備え、手首に装着される手首血
圧計であって、前記姿勢情報は、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異な
るか否かの判定結果と、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なると判定
された場合に測定者の姿勢を前記理想姿勢に誘導するための誘導情報と、を含み、前記検
出手段にて検出された姿勢に基づいた記憶姿勢情報を、前記測定手段にて測定された血圧
値の測定結果と関連づけて記憶する結果記憶手段と、前記記憶姿勢情報と、前記血圧値の
測定結果とを同時に表示する同時表示手段と、前記記憶姿勢情報に基づいて前記血圧値の
測定結果の平均値を演算する演算手段とをさらに備え、前記測定手段は、前記検出手段に
て検出された姿勢が前記理想姿勢と一致するとの判定結果が前記比較手段により作成され
ると血圧値の測定を開始し、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なると
の判定結果が前記比較手段により作成されていても予め設定された時間が経過すると血圧
値の測定を開始し、前記演算手段は、前記結果記憶手段に記憶された血圧値の測定結果の
うち、前記検出手段にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なる状態で測定された血圧値
の測定結果を除いて前記平均値を演算することを要旨とする。
【０００７】
　同構成によれば、検出手段にて検出された姿勢に基づいた記憶姿勢情報を、測定手段に
て測定された血圧値の測定結果と関連づけて記憶する結果記憶手段を備えるため、例えば
、後日に血圧値の測定結果を前記記憶姿勢情報と共に確認することができる。即ち、記憶
姿勢情報は、血圧値の測定結果の精度（信頼度）に関する測定時の姿勢に基づいた情報で
あるため、例えば、過去に測定された血圧値を、精度（信頼度）を考慮して考察すること
ができる。
【０００８】
　また、同構成によれば、前記記憶姿勢情報と、前記血圧値の測定結果とを同時に表示す
る同時表示手段を備えるため、例えば、過去に測定された血圧値を、一目で精度（信頼度
）を考慮して考察することができる。
【００１０】
　また、同構成によれば、演算結果を、精度（信頼度）を考慮したものとすることができ
る。
【００１２】
　さらに、同構成によれば、平均値を精度（信頼度）の高いものとすることができる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明では、請求項１に記載の手首血圧計において、前記演算手段は、
複数種類の血圧値の測定結果の平均値を演算するものであり、前記複数種類の血圧値の測
定結果の平均値を同時に表示する平均値同時表示手段を備えたことを要旨とする。
【００１４】
　同構成によれば、前記演算手段は、複数種類の血圧値の測定結果の平均値を演算するも
のであって、手首血圧計は、前記複数種類の血圧値の測定結果の平均値を同時に表示する
平均値同時表示手段を備えるため、精度（信頼度）の高い複数の前記平均値を、同時に比
較して容易に考察することができる。
　請求項３に記載の発明では、請求項１又は２に記載の手首血圧計において、前記結果記
憶手段は、前記測定手段による測定開始時のみの前記判定結果を前記記憶姿勢情報として
血圧値の測定結果と関連づけて記憶することを要旨とする。
　請求項４に記載の発明では、請求項１又は２に記載の手首血圧計において、前記結果記
憶手段は、前記測定手段による測定中に前記検出手段にて検出された姿勢に基づいて作成
される前記判定結果を前記記憶姿勢情報として血圧値の測定結果と関連づけて記憶する
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ことを要旨とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、過去に測定された血圧値を、精度（信頼度）を考慮して考察すること
ができる手首血圧計を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態における手首血圧計を手首に装着した模式図。
【図２】本実施の形態における手首血圧計のブロック図。
【図３】（ａ）本実施の形態における本体の側面図。（ｂ）本実施の形態における本体の
正面図。
【図４】本実施の形態における本体の正面図。
【図５】本実施の形態における本体の正面図。
【図６】本実施の形態における本体の正面図。
【図７】本実施の形態における本体の正面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を具体化した一実施の形態を図１～図７に従って説明する。
　図１に示すように、本実施の形態の手首血圧計１は、測定者の手首２ａに装着されるカ
フ帯３と、カフ帯３に取り付けられた本体４とを備える。
【００１８】
　本体４は、図２及び図３に示すように、血圧値を測定するための測定手段としての測定
部５と、セグメント液晶パネル６と、ＬＥＤ（発光ダイオード）７と、ブザー８と、測定
者の姿勢を検出するための検出手段としての検出部９と、メモリ１０と、各種押しボタン
式のスイッチ１１と、切り換え式のスイッチ１２と、演算部１３とを備える。
【００１９】
　前記測定部５は、カフ帯３内部の空気を制御して加減圧を行う加減圧装置と、血液の流
れを検出するためのセンサを含み、それらによって血圧値を測定可能とされている。尚、
本実施の形態の測定部５は、血圧値を測定するとともに脈拍数をも測定可能とされている
。
【００２０】
　前記セグメント液晶パネル６は、図３（ｂ）に示すように、本体４の表面（カフ帯３が
取り付けられる側の反対側であって、測定者が見やすい正面）に設けられ、前記測定部５
にて測定された血圧値の測定結果を数字で表示可能な７セグメントタイプの血圧値表示部
６ａ（図６参照）を有している。尚、本実施の形態のセグメント液晶パネル６は、脈拍数
の測定結果を血圧値と同時に表示可能とすべく７セグメントタイプの脈拍数表示部６ｂ（
図６参照）を別途有している。
【００２１】
　又、セグメント液晶パネル６は、複数のドットが並設されてなるドット表示部６ｃ（図
４～図７参照）を有している。尚、本実施の形態のドット表示部６ｃは、縦に８個で横に
８個であって、全部で６４個のドットが縦横に並設されてなる。このドット表示部６ｃは
、前記血圧値の測定結果（それらを演算したものを含む）をグラフ表示可能（図６及び図
７参照）とされている。又、ドット表示部６ｃは、後述する姿勢情報としての誘導情報を
図形等で表示可能（図４及び図５参照）とされている。
【００２２】
　前記ＬＥＤ７は、図３（ｂ）に示すように、本体４の表面（カフ帯３が取り付けられる
側の反対側であって、測定者が見やすい正面）においてセグメント液晶パネル６の上側に
設けられている。
【００２３】
　前記ブザー８は、前記スイッチ１１が操作された際や、測定部５の測定する脈拍毎に応
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じて例えば、「ピッ」といった電子音を発振する。
　前記検出部９は、測定者の姿勢を検出可能なものであって、本実施の形態では、加速度
（角度）センサを含み、測定者の肘２ｂが置かれている面２１から本体４（手首２ａ）ま
での高さを測定者の姿勢として検出可能とされている。
【００２４】
　前記メモリ１０は、種々のデータを記憶するものであって、その一つとして理想姿勢を
記憶するものであり、本実施の形態では、測定者の心臓２ｃの高さに対応した範囲を理想
姿勢として記憶する理想姿勢記憶手段を構成している。又、この理想姿勢記憶手段（メモ
リ１０）は、不特定の測定者に対応した一定の第１の理想姿勢を記憶するための第１記憶
部１０ａと、特定の測定者に対応した第２の理想姿勢を記憶するための第２記憶部１０ｂ
とを有する。尚、本実施の形態の第２記憶部１０ｂは、特定の測定者として２人分の第２
の理想姿勢を記憶可能とされている。そして、第２記憶部１０ｂは、前記切り換え式のス
イッチ１２（図３（ａ）参照）が左側に切り換えられると１人目「１」の特定の測定者に
対応した書き込み（記憶）及び読み出しが可能とされ、右側に切り換えられると２人目「
２」の特定の測定者に対応した書き込み及び読み出しが可能とされる。
【００２５】
　又、前記メモリ１０は、前記検出部９にて検出された姿勢に基づいた後述する記憶姿勢
情報を、前記測定部５にて測定された血圧値の測定結果と関連づけて記憶する結果記憶手
段をも構成している。
【００２６】
　又、前記演算部１３は、ＭＰＵ（マイクロプロセッサ）やセグメント液晶パネル６の駆
動ドライバ等を含み、各種の演算及び処理を行う。
　次に、本実施の形態の手首血圧計１の各種使用方法や動作について説明する。
【００２７】
　まず、例えば、手首血圧計１の持ち主等の特定の測定者が使用する場合については、そ
の特定の測定者に対応した理想姿勢（前記第２の理想姿勢）を記憶させることができ、そ
の際の動作について説明する。
【００２８】
　この場合、図１に示すように、測定者が手首２ａ（本体４）の位置を心臓２ｃの高さに
一致させた状態で、操作手段としての（図３（ｂ）中、「姿勢」の）スイッチ１１を操作
する（例えば２秒間押し続ける）と、設定手段を構成する演算部１３は、検出部９にて検
出された姿勢に基づいた値を第２の理想姿勢として第２記憶部１０ｂに記憶させる。尚、
本実施の形態で記憶される第２の理想姿勢は、検出部９にて検出された姿勢である手首２
ａ（本体４）の位置を中心として上下に僅かに許容した範囲であって、その第２の理想姿
勢が許容する姿勢の範囲は、前記第１の理想姿勢が許容する姿勢の範囲より狭く設定され
る。逆に、一定である第１の理想姿勢が許容する姿勢の範囲は、不特定の測定者に対応さ
せるために広めに設定されている。又、本実施の形態では、第２の理想姿勢が記憶される
と、前記演算部１３は前記セグメント液晶パネル６に、図３（ｂ）に示すように、「記憶
」の文字を表示させる。又、図３（ｂ）では、前記切り換え式のスイッチ１２（図３（ａ
）参照）が左側に切り換えられ、１人目「１」の特定の測定者に対応した第２の理想姿勢
が書き込まれた（記憶された）状態を図示している。
【００２９】
　次に、例えば、測定者が血圧値を測定する際の動作について説明する。
　この場合、測定者がスイッチ１１（図３（ｂ）中、「開始→終了」のスイッチ）を操作
する（押す）と、比較手段を構成する演算部１３は、検出部９にて検出された姿勢を予め
記憶された理想姿勢（第１又は第２の理想姿勢）を比較してその比較結果に基づく姿勢情
報を作成する。尚、本実施の形態の姿勢情報は、検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢
と異なるか否の判定結果と、その判定結果が異なる場合に手首２ａ（本体４）の位置を上
下どちらの方向に移動させれば理想姿勢に近づくかといった測定者の姿勢を理想姿勢に誘
導するための誘導情報とを含む。又、このとき比較される理想姿勢は、切り換え式のスイ
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ッチ１２（図３（ａ）参照）の操作によって、前記第１の理想姿勢（不特定の測定者（ゲ
スト）に対応したもの）、又は前記第２の理想姿勢（その中でも切り換え式のスイッチ１
２が左側に切り換えられれば１人目「１」、右側に切り換えられれば２人目「２」に対応
したもの）が切り換えられる。
【００３０】
　そして、演算部１３は、伝達手段によって前記姿勢情報を測定者に伝達する。この伝達
手段は、前記セグメント液晶パネル６における前記ドット表示部６ｃを含み、該ドット表
示部６ｃは前記姿勢情報を表示して伝達する。詳しくは、本実施の形態のドット表示部６
ｃは、例えば、前記検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と異なる（理想姿勢が許容す
る姿勢の範囲内にない）場合であって手首２ａ（本体４）の位置を下方に移動させれば理
想姿勢に近づく場合には、その誘導情報を、図４に示すように、下向きの矢印（図形）で
表示して伝達する。又、逆に、本実施の形態のドット表示部６ｃは、例えば、手首２ａ（
本体４）の位置を上方に移動させれば理想姿勢に近づく場合には、その誘導情報を、上向
きの矢印（図形）で表示して伝達する（図示略）。又、本実施の形態のドット表示部６ｃ
は、例えば、前記検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と一致する（理想姿勢が許容す
る姿勢の範囲内にある）場合には、図５に示すように、「ＯＫ」の文字で表示して伝達す
る。又、本実施の形態のドット表示部６ｃは、前記姿勢情報（誘導情報）を点灯と消灯を
繰り返して表示して伝達する。尚、この点灯と消灯を繰り返すことは、前記矢印（図形）
等を単に点滅させる場合と、点灯するドットを例えば上下方向に移動させてアニメーショ
ンとして表示させる場合とを含む。
【００３１】
　又、本実施の形態における前記伝達手段は、前記姿勢情報を前記ドット表示部６ｃ以外
で伝達するサブ伝達手段としての前記ＬＥＤ７を含む。本実施の形態のＬＥＤ７は、例え
ば、前記検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と一致する（理想姿勢が許容する姿勢の
範囲内にある）場合には、点灯することで前記姿勢情報を伝達する。又、本実施の形態の
ＬＥＤ７は、例えば、検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と異なる（理想姿勢が許容
する姿勢の範囲内にない）場合には、点滅することで前記姿勢情報を伝達する。
【００３２】
　そして、演算部１３は、前記検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と一致する（理想
姿勢が許容する姿勢の範囲内にある）と、血圧値の測定を開始する。
　又、演算部１３は、前記検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と異なる場合は、その
場合の処理（前記誘導情報の伝達等）を繰り返し、予め設定された時間（例えば７秒間）
が経過しても一致しない場合は、一致しないまま血圧値の測定を開始する。
【００３３】
　そして、測定部５によって、血圧値及び脈拍数が測定されると、演算部１３は、図６に
示すように、測定された血圧値及び脈拍数の測定結果をセグメント液晶パネル６における
前記血圧値表示部６ａ及び脈拍数表示部６ｂに表示させる。又、この際、本実施の形態の
演算部１３は、図６に示すように、前記測定部５にて測定された血圧値の測定結果をセグ
メント液晶パネル６におけるドット表示部６ｃにグラフ表示させる。
【００３４】
　又、演算部１３は、測定された血圧値及び脈拍数の測定結果を測定した日時と共に前記
メモリ１０に記憶させる。又、このとき、本実施の形態の演算部１３は、検出部９にて検
出された姿勢に基づいた記憶姿勢情報を、前記測定部５にて測定された血圧値の測定結果
と関連づけて結果記憶手段を構成するメモリ１０に記憶させる。尚、本実施の形態で記憶
させる前記記憶姿勢情報は、前記測定部５による測定の開始時（その直前）のみの姿勢に
基づいたものであって、測定部５による測定の開始時に検出部９にて検出された姿勢が理
想姿勢と異なるか否の判定結果（前記姿勢情報の一部）とされている。
【００３５】
　上記のようにして測定された血圧値の測定結果は、例えば、後日であっても、種々のパ
ターンで表示可能とされている。
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　例えば、前記スイッチ１１で選択することで過去に測定した１つの血圧値の測定結果を
表示させることが可能とされている。又、このとき、本実施の形態の手首血圧計１では、
前記血圧値の測定結果と前記記憶姿勢情報（検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と異
なるか否の判定結果）とをセグメント液晶パネル６とＬＥＤ７によって同時に表示する。
尚、本実施の形態では、セグメント液晶パネル６とＬＥＤ７とが同時表示手段を構成して
いる。即ち、演算部１３は、血圧値の測定結果を前記セグメント液晶パネル６における血
圧値表示部６ａに表示させる際であって、測定の開始時に検出部９にて検出された姿勢が
理想姿勢と一致していた場合では、ＬＥＤ７を点灯させることでその旨（前記記憶姿勢情
報）を同時に伝達する。又、演算部１３は、血圧値の測定結果を前記セグメント液晶パネ
ル６における血圧値表示部６ａに表示させる際であって、測定の開始時に検出部９にて検
出された姿勢が理想姿勢と異なっていた場合では、ＬＥＤ７を点滅させることでその旨（
前記記憶姿勢情報）を同時に伝達する。
【００３６】
　又、例えば、前記スイッチ１１で選択することで過去に測定した複数の血圧値の測定結
果を演算手段としての演算部１３にて演算してその演算結果を表示させることが可能とさ
れている。このとき、本実施の形態の演算部１３は、前記記憶姿勢情報に基づいて前記血
圧値の測定結果を演算する。具体的には、演算部１３が血圧値の測定結果の平均値を演算
する際には、前記検出部９にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なっていたときの血圧
値の測定結果を除いて前記平均値を演算する。又、演算部１３は、複数種類の血圧値の測
定結果の平均値を演算可能とされており、この際、平均値同時表示手段を構成する前記ド
ット表示部６ｃに前記複数種類の血圧値の測定結果の平均値を同時に表示させる。例えば
、図７に示すように、演算部１３は、８週間分（約２ヵ月分）であって１週間毎の血圧値
の測定結果（理想姿勢と異なっていたときの値を除く）の平均値を演算し、該演算結果を
ドット表示部６ｃに左側から右に向かって１週間分ずつ同時にグラフ表示させる。尚、そ
の他、複数種類の前記平均値としては、例えば、午前中のみといった時間帯毎の平均値等
がある。
【００３７】
　次に、上記実施の形態の特徴的な作用効果を以下に記載する。
　（１）検出部９にて検出された姿勢に基づいた記憶姿勢情報を、測定部５にて測定され
た血圧値の測定結果と関連づけて記憶するメモリ１０（結果記憶手段）を備えるため、例
えば、後日に血圧値の測定結果を前記記憶姿勢情報と共に確認することができる。即ち、
記憶姿勢情報は、血圧値の測定結果の精度（信頼度）に関する測定時の姿勢に基づいた情
報であるため、例えば、過去に測定された血圧値を、精度（信頼度）を考慮して考察する
ことができる。
【００３８】
　（２）前記記憶姿勢情報と、前記血圧値の測定結果とを同時に表示するセグメント液晶
パネル６とＬＥＤ７（同時表示手段）を備えるため、例えば、過去に測定された血圧値を
、一目で精度（信頼度）を考慮して考察することができる。
【００３９】
　（３）血圧値の測定結果を演算する演算部１３を備え、該演算部１３は、前記記憶姿勢
情報に基づいて前記血圧値の測定結果を演算するため、演算結果を、精度（信頼度）を考
慮したものとすることができる。具体的には、本実施の形態の演算部１３は、血圧値の測
定結果の平均値を演算するものであって、その際、検出部９にて検出された姿勢が前記理
想姿勢と異なる際の血圧値の測定結果を除いて前記平均値を演算するため、平均値を精度
（信頼度）の高いものとすることができる。
【００４０】
　（４）演算部１３は、複数種類の血圧値の測定結果の平均値を演算するものであって、
手首血圧計１は、前記複数種類の血圧値の測定結果の平均値を同時に表示するドット表示
部６ｃ（平均値同時表示手段）を備えるため、精度（信頼度）の高い複数の前記平均値を
、同時に比較して容易に考察することができる。
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【００４１】
　（５）測定部５にて測定された血圧値の測定結果と関連づけてメモリ１０（結果記憶手
段）に記憶する前記記憶姿勢情報は、前記測定部５による測定の開始時のみの姿勢に基づ
いたものであるため、例えば、測定中の全ての姿勢に基づいたものとした場合に比べて、
制御が単純でデータ量が少なくなり、ひいては安価に実現することができる。
【００４２】
　上記実施の形態は、以下のように変更してもよい。
　・上記実施の形態では、前記記憶姿勢情報と前記血圧値の測定結果とを同時に表示する
セグメント液晶パネル６とＬＥＤ７（同時表示手段）を備えるとしたが、これに限定され
ず、同時に表示不能としてもよいし、他の手段及び方法（例えば、共にセグメント液晶パ
ネル６に表示する等）で同時に表示するようにしてもよい。
【００４３】
　・上記実施の形態では、演算部１３は、前記記憶姿勢情報に基づいて前記血圧値の測定
結果を演算するとしたが、これに限定されず、前記記憶姿勢情報に関わらず前記血圧値の
測定結果を演算するようにしてもよい。具体的には、血圧値の測定結果の平均値を演算す
る際、検出部９にて検出された姿勢が前記理想姿勢と異なる際の血圧値の測定結果も含め
て前記平均値を演算するようにしてもよい。尚、勿論、このような演算を選択して行える
ようにしてもよい。
【００４４】
　・上記実施の形態では、演算部１３は、複数種類の血圧値の測定結果の平均値を演算し
、手首血圧計１は、前記複数種類の血圧値の測定結果の平均値を同時に（グラフ）表示す
るドット表示部６ｃ（平均値同時表示手段）を備えるとしたが、これに限定されず、例え
ば、平均値同時表示手段を、複数の７セグメントタイプの表示部に変更してもよい。
【００４５】
　・上記実施の形態では、測定部５にて測定された血圧値の測定結果と関連づけてメモリ
１０（結果記憶手段）に記憶する前記記憶姿勢情報を、前記測定部５による測定の開始時
のみの姿勢に基づいたものとしたが、これに限定されず、例えば、測定部５による測定中
の全ての姿勢に基づいたものとしてもよい。このようにすると、例えば、測定中に検出部
９にて検出される姿勢が一時的に（瞬間的に）でも前記理想姿勢と異なった場合に、それ
を記憶姿勢情報の一つとして、メモリ１０（結果記憶手段）に記憶させることができる。
よって、例えば、過去に測定された血圧値を、より詳しく精度（信頼度）を考慮して考察
することができる。
【００４６】
　・上記実施の形態では、メモリ１０（結果記憶手段）に記憶する前記記憶姿勢情報を、
検出部９にて検出された姿勢が理想姿勢と異なるか否の判定結果（前記姿勢情報の一部）
のみとしたが、検出部９にて検出された姿勢と理想姿勢とを比較した差（どの程度ずれて
いたか）においても前記記憶姿勢情報として記憶するようにしてもよい。
【００４７】
　・上記実施の形態のセグメント液晶パネル６は、例えば、ドットマトリックスタイプの
液晶パネル等、その他の表示手段に変更してもよい。
　・上記実施の形態では、メモリ１０（理想姿勢記憶手段）は、不特定の測定者に対応し
た一定の第１の理想姿勢を記憶するための第１記憶部１０ａと、特定の測定者に対応した
第２の理想姿勢を記憶するための第２記憶部１０ｂとを有するとしたが、これに限定され
ず、例えば、第２記憶部１０ｂを有していないものとしてもよい。又、上記実施の形態で
は、スイッチ１１（操作手段）が操作されると、検出部９にて検出された姿勢に基づいた
値が第２の理想姿勢として第２記憶部１０ｂに記憶されるとしたが、これに限定されず、
第２の理想姿勢を手入力するようにしてもよい。
【００４８】
　・上記実施の形態では、測定者の肘２ｂが置かれている面２１から本体４（手首２ａ）
までの高さを測定者の姿勢として各処理を行うようにしたが、その他の姿勢（又はその他
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、この場合、前記メモリ１０に記憶する理想姿勢のデータもその他の姿勢に応じて変更す
る必要があるとともに、検出部９を、その他の姿勢を検出可能なものとする必要がある。
【００４９】
　上記各実施の形態から把握できる技術的思想について、以下にその効果とともに記載す
る。
　（イ）請求項１乃至５のいずれか１項に記載の手首血圧計において、前記記憶姿勢情報
は、前記測定手段による測定の開始時のみの姿勢に基づいたものであることを特徴とする
手首血圧計。
【００５０】
　同構成によれば、前記記憶姿勢情報は、前記測定手段による測定の開始時のみの姿勢に
基づいたものであるため、例えば、測定中の全ての姿勢に基づいたものとした場合に比べ
て、制御が単純でデータ量が少なくなり、ひいては安価に実現することができる。
【００５１】
　（ロ）請求項１乃至５のいずれか１項に記載の手首血圧計において、前記記憶姿勢情報
は、前記測定手段による測定中の全ての姿勢に基づいたものであることを特徴とする手首
血圧計。
【００５２】
　同構成によれば、前記記憶姿勢情報は、前記測定手段による測定中の全ての姿勢に基づ
いたものであるため、例えば、測定中に前記検出手段にて検出される姿勢が一時的に（瞬
間的に）でも前記理想姿勢と異なった場合に、それを記憶姿勢情報の一つとして、前記結
果記憶手段に記憶させることができる。よって、例えば、過去に測定された血圧値を、よ
り詳しく精度（信頼度）を考慮して考察することができる。
【符号の説明】
【００５３】
　２ａ…手首、５…測定部（測定手段）、６…同時表示手段の一部を構成するセグメント
液晶パネル、６ｃ…ドット表示部（伝達手段及び平均値同時表示手段）、７…同時表示手
段の一部を構成するＬＥＤ（伝達手段）、９…検出部（検出手段）、１０…メモリ（結果
記憶手段）、１３…演算部（比較手段及び演算手段）。
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